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平
成
2
6
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
と

し
て
今
年
度
特
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
業

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
学
校
教
育
）

●
福
祉
教
育
及
び
外
国
語
活
動
・
教
育
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
）
の
小
中
一
貫
教
育
の

推
進
　
・
8
／
2
（
土
）
事
例
発
表
会
の
予
定

●
　
通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
に
よ
る
学
級
経
営
の
充
実

●
学
力
問
題
、
い
じ
め
問
薩
、
不
登
校
問
題
、
教
育

相
談
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
、
危
機
管
理

等
、
問
題
解
決
の
た
め
の
町
教
育
セ
ン
タ
ー
の
活

性
化
（
主
幹
の
配
置
）

（
社
会
教
育
）

●
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
の
連
携
強
化

（
町
民
大
会
に
お
け
る
各
団
体
の
事
例
発
表
）

●
　
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め
の
家
庭
教
育
学
級
の

充
実
（
学
校
、
圏
を
事
務
局
に
し
て
P
T
A
、

保
護
者
会
と
の
連
携
強
化
）

（
社
会
体
育
）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
適
正
な
運
営

役
員
・
指
導
者
・
学
校
の
連
絡
会
の
確
実
な
実
施

に
よ
る
連
携
強
化

教
育
長
　
長
谷
川
　
貴
志

揖
斐
郡
教
育
委
員
会
合
同
研
修
会
に
参
加
し
て

こ
の
研
修
会
は
部
下
三
町
の
教
育
委
員
会
連
絡
協

議
会
の
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
研

修
に
は
、
委
員
1
8
名
が
参
加
し
、
八
幡
小
学
校
を

会
場
と
し
て
2
月
1
7
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
目
的
は
各
委
員
の
資
質
向
上
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
委
員
会
の
活
動
や
動
向
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
等
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、
は
じ
め
に

各
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
報
告
を
池
田
町
の
長
谷

川
教
育
長
、
揖
斐
川
町
の
野
原
教
育
長
、
大
野
町
の

藤
本
教
育
長
よ
り
受
け
て
質
疑
討
論
を
行
い
ま
し
た

続
い
て
開
催
地
で
あ
る
ハ
幡
小
学
校
の
牧
村
校
長
よ

り
学
校
経
営
方
針
で
あ
る
①
教
育
自
標
　
②
目
指
す
子

ど
も
の
姿
　
③
学
校
教
育
の
重
点
に
つ
い
て
の
話
を
伺
い

ま
し
た
。
又
、
新
築
な
っ
た
校
舎
の
設
計
や
特
色
な
ど
に

つ
い
て
、
長
濱
係
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
授
業
参
観
を
行
い
、
会
議
室
に
戻
っ
て

意
見
交
換
や
質
疑
を
し
、
最
後
に
今
日
の
研
修
会
の

反
省
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

私
見
で
す
が
、
池
田
町
の
教
育
委
員
会
活
動
報
告

に
あ
っ
て
は
「
教
育
委
員
会
の
活
性
化
を
目
指
し

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
①
学
校
理
解
を
深
め

る
　
②
承
認
型
か
ら
提
案
型
の
教
育
委
員
会
へ

町
民
へ
の
広
報
活
動
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
長
谷
川

教
育
長
か
ら
話
が
あ
り
、
委
員
各
自
の
意
識
向
上
と

使
命
の
再
確
認
が
で
き
、
充
実
し
た
研
修
会
で
あ
り

ま
し
た
。

池
田
町
　
教
育
委
員
長
　
野
原
　
正

子
ど
も
が
主
体
的
に
学
習
す
る
授
業
つ
く
り

嚢
基
小
学
校
公
表
会
（
平
成
2
6
年
1
月
3
1

日
）
に
養
基
組
合
教
育
委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

生
活
科
と
社
会
科
の
公
開
授
業
を
参
観
し
、
ま
た
、

全
体
会
と
分
科
会
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ら
が
主

体
的
に
学
習
す
る
授
業
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
み

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
子
と
も
た
ち
の
興
味
や
関
心
を
引
き
出
す
魅
力

の
あ
る
導
入
が
出
来
る
授
業
の
工
夫
を
す
る
。

②
個
人
追
求
し
や
す
い
素
材
や
資
料
を
提
示
す
る
。

③
地
域
素
材
を
教
材
化
し
、
子
ど
も
た
ち
に
つ
け

さ
せ
た
い
力
を
明
確
に
す
る
。

右
記
の
事
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
授
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
養
基
小
学
校
の
先
生
方
が
知
恵
と
手
間
暇
を

か
け
て
③
の
地
域
素
材
を
教
材
化
さ
れ
た
こ
と
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
方
が
苦
労
し
て
作
ら
れ
た
教
材

が
功
を
奏
し
、
子
と
も
た
ち
の
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
が

随
所
に
観
ら
れ
ま
し
た
。

義
基
組
合
　
教
育
委
員
長
　
窪
田
　
昇

八
幡
ふ
れ
あ
い
教
育

池
田
町
最
南
端
に
位
置
す
る
八
幡
地
区
に
は
、
今
年
で

2
4
年
呂
を
む
か
え
る
「
八
幡
ふ
れ
あ
い
教
育
」
と
い
う

地
域
活
動
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
地
域
の
子
ど
も

に
向
け
た
道
徳
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
「
あ
い
さ
っ
・
花

づ
く
り
・
清
掃
」
を
三
本
柱
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
す
が
、
そ
の
活
動
の
幅
は
徐
々
に
広
が
り
、
現
在
で
は
、

子
ど
も
会
を
軸
に
、
区
会
・
老
人
会
・
福
祉
会
・
民
生
児

童
委
員
・
青
少
年
育
成
委
員
・
小
学
校
・
中
学
生
徒
会
な

ど
様
々
な
団
体
の
関
係
者
が
一
同
に
集
い
、
話
し
合
い
、

交
流
し
あ
う
貴
重
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
春
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
計
画
を
持
ち
寄
っ
て

「
八
幡
ふ
れ
あ
い
教
育
推
進
会
議
」
を
開
き
、
年
度
末
に

は
そ
の
活
動
成
果
や
課
題
を
ま
と
め
て
、
2
月
の
八
幡
公

民
館
文
化
祭
に
お
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
発
表
・
交
流
を
す
る
と
い
う
の
が
1
年
の
流
れ
で
す
。

こ
の
活
動
の
最
大
の
特
徴
は
「
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
」
　
（
組

織
間
の
橋
渡
し
）
か
ら
生
ま
れ
る
「
タ
テ
の
つ
な
が
り
」

（
世
代
間
交
流
）
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
「
花
壇
作
り
」
。
保
護
者
世
代
が
中
心
の
子
ど

も
会
と
、
高
齢
者
の
老
人
会
で
は
、
考
え
方
や
活
動
時
間

帯
が
異
な
る
た
め
、
各
々
が
パ
ラ
パ
ラ
に
計
画
を
し
て
も

接
点
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
「
ハ
幡
ふ
れ
あ

い
教
育
推
進
会
議
」
を
利
用
し
一
緒
に
話
し
合
う
こ
と
で
、

段
取
り
や
手
ほ
ど
き
は
高
齢
者
、
力
仕
事
は
保
護
者
、
大

量
の
軽
作
業
は
た
く
さ
ん
の
子
と
も
た
ち
、
と
い
う
役
割

分
担
が
可
能
に
な
り
、
別
々
に
や
る
よ
り
も
大
き
な
花
壇

を
作
る
事
も
で
き
る
上
、
必
然
的
に
世
代
間
の
交
流
も
生

ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
世
代
間
交
流
の
基
礎
が
出
来
つ
つ
あ
る
中
、

昨
年
度
か
ら
は
、
地
域
全
体
で
子
と
も
た
ら
が
よ
り
主
体

的
に
考
え
、
動
け
る
活
動
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
年
に
2
回
の
会
議
と
1
回
の
発
表
交
流
会
で
す
の
で
、

派
手
で
大
き
な
飛
躍
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
着
実
な
一
歩

一
歩
が
地
域
の
力
に
な
っ
て
い
く
、
そ
れ
が
「
八
幡
ふ
れ

あ
い
教
育
」
の
持
ち
味
だ
と
思
い
ま
す
。

池
田
町
　
教
育
委
員
　
野
網
　
国
昭
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学校異動教職員離任式（3月28日）

教育委員会の主な活動　1月から4月
日　付 �活　　　動 �備　　　考 

1月12日 �池田町成人式 �池田町中央公民館 
臨時教育委員会 �教育委員会事務局 

1月24日 �池田町・養基組合合同教育委員会 教育懇談会 �役場第3会議室 

1月26′－29日 �小学校フリー参観、給食感謝週間 �小学校　5校 

1月30日 �池田中学フリー参観、給食感謝週間 �池田中学校 

2月　6日 �池田町教育委員会 �役場第3会議室 
2月17日 �揖斐郡教育室員会連揺協議会 �ハ幡小学校 
2月21日 �子とも議会 �中央公民館大ホール 
2月25日 �池田町教育委員会協議会 �教育センター 

3月　7日 �池日中学校　卒業式 �池田中学校役場第3 
池田町・羞基組合合同教育委員会 �会議室 

3月10日 �八幡小学校　校舎竣工式 �八幡小学校 
3月19日 �池田町教育委員会協議会 �役場箋3会議室 
3月25日 �小学校卒業式 �小学校5校 
3月28日 �学校異動教職員　離任式 �役場3A会議室 

4月　1白 �教育委員会功労者表彰式 学校異動教鵡篭員着任式 �役場3A会議室 

4月　7日 �小学校・中学校　入学式 �小学校・中学校6校 
4月　8日 �池田町・善茎組合合同教育委員会 �役場第3会議室 

お知らせ 
3月31日付をもち、責基組合教育委員久保田　隆志、 
山本直人が退任し、後任に駒月清、五十川博一が就任い 
たしました。また、黄基組合事務局長は久保田昌美に代 
わり林一彦が就任しました。新たに教育委員会事務局主 
幹として坪井一弘（前池田小学校校長）が着任しました。 
教育委員会事務局といたしましては、書任しました教育 
委員、事務局主幹ともども、教育行政に一層努めていきま 
すので、よろしくお廟いいたします。 

編集後記 
26年度になり、第4号の「教育委員会だより」を発行 
することができました。なるべく沢山の事をお伝えしたい 
のですか、紙面の制約があります。また、読みやすさも紙 
面作りの重要な要素と考えます。お手元に届いたときに、 
読んでみようという気持ちになっていただけるような「教 
育委員会だより」を発行できるよう、試行錯誤しながらで 
すが努めていきたいと考えています。 
どうぞ、よろしくお願いいたします。 

編集担当　小川　直美、国枝　磨須美 

子
と
も
議
会

小
学
校
の
社
会
科
の
授
業
で
、
子
ど
も
た
ち
は
社
会
の
し

く
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
身
近
な
例
を
通
し
て
人
々

の
願
い
を
叶
え
、
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
行

政
に
考
え
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ます。そ
の
一
連
の
教
育
活
動
の
中
に
「
子
ど
も
議
会
」
が
あ
り

ま
す
。
各
小
学
校
の
6
年
生
と
中
学
2
年
生
の
1
0
人
の
子

と
も
議
員
が
一
般
質
問
を
し
、
町
職
員
が
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
目
線
で
誠
実
に
物
事
を
捉
え
、
堂
々
と
質
問
す
る

姿
は
、
傍
聴
す
る
他
の
子
と
も
た
ら
に
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
町
職
員
の
皆
様
に
は
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ご
答
弁
い

た
だ
き
、
議
会
の
し
く
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観
光
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
池
田
山
麓
の
花
街
道
計
画

を
知
り
ま
し
た
。
将
来
を
担
っ
て
ゆ
＜
子
ど
も
た
ら
が
よ
り

深
く
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
を
持
つ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
安
心
で
安
全
な
町
づ
く
り
が
こ
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
て

ゆ
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
は
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

池
田
町
　
教
育
委
員
　
国
枝
　
磨
須
美

学
校
教
職
員
離
任
式
、
着
任
式

池
田
町
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
5
2
名
の
先
生
方
の
離
任

式
が
3
月
2
8
日
に
役
場
で
行
わ
れ
、
池
田
小
学
校
の
坪
井

校
長
先
生
よ
り
、
大
変
に
思
い
の
こ
も
っ
た
謝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

4
月
1
日
に
は
新
た
に
池
田
町
へ
着
任
さ
れ
た
4
9
名
の

先
生
方
の
着
任
式
が
あ
り
、
全
員
の
方
か
ら
抱
負
を
述
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
蓋
基
小
学
校
の
柏
木
校
長
先

生
が
宣
誓
書
の
朗
読
、
池
田
小
学
校
の
松
栄
校
長
先
生
の
す

が
す
が
し
い
着
任
者
代
表
あ
い
さ
っ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

池
田
町
　
教
育
委
員
会
　
課
長
　
野
原
　
祐
治

教
育
委
員
就
任
に
あ
た
り

養
基
組
合
教
育
委
員
を
4
月
1
日
付
で
拝
命
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

大
切
な
子
ど
も
た
ち
に
は
、
の
び
の
び
と
し
た
学
校
生
活

を
通
し
て
、
学
力
向
上
、
健
康
な
身
体
づ
く
り
又
思
い
や
り

の
あ
る
心
を
育
て
る
教
育
が
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
を
し
、
健
や
か
に
生
活
で
き
る
環
境
づ

▲）魯ノ■
く
り
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
は

朝
こ
ほ
ん
と
十
分
な
睡
眠
を
、

地
域
の
皆
様
に
は
挨
拶
と
声
か

け
を
お
願
い
し
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
為
に
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

養
基
組
合
教
育
委
員
駒
月
　
清

本
年
度
よ
り
教
育
委
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
々
成
長
す
る
子
ど
も
た
ら
に
は
、
愛
情
を
持
っ
て
取
組

む
事
が
大
切
で
あ
る
と
、
日
頃
よ
り
痛
感
し
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
学
校
、
家
庭

に
お
け
る
様
々
な
問
題
は
、
ま

す
ま
す
複
雑
化
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

責
基
組
合
教
育
委
員
五
十
川
　
博
一

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
就
任
に
あ
た
り

学
校
教
育
課
教
育
セ
ン
タ
ー
主
幹
と
し
て
、
4
月
1
日
付

で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
各
委
員
会

へ
の
支
援
・
ア
ド
バ
イ
ス
、
町

内
小
中
学
校
の
訪
問
等
、
小
中

息
謂
鮨
貼
鍔
電
鯛
が

■
で
三
∴
∴
三
二
㍉

池
田
町
教
育
委
員
会
主
幹
坪
井
一
弘


